
平成２３年度京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告
担当課

◎ 展開する事業群(1-1-1) 担当課
担当課

基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり 担当課

施策目標 (1) 母と子の健康づくり支援 担当課

基本施策分野 ① 母子の健やかな心と身体の育成支援 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２３年度実績 ２２年度実績

こども福祉
妊娠届 ５８５ （１１週以内の届け出 ５３７ ９１．７％）
転入５４ 母子手帳５７５（双胎・再交付)

妊娠届 ６０７ （１１週以内の届け出 ５７０ ９３．９％）
転入５５ 母子手帳６１３（双胎・再交付)

こども福祉
基本健診１４回分、諸検査の費用を助成
助成総額：４３，３６２，８８０円 （約８０％）

基本健診14回分、諸検査の費用を助成
助成総額：４４，８１０，４７８円 (約７０．７％）

こども福祉 ２２１件 助成総額 ７６９，０８０円 （３７．６％） １８４件 助成総額 ５８１，４４０円 （３０．３％）

こども福祉
不妊治療保険適応分（市助成分） のべ１８６人
特定不妊治療 (京都府助成分） のべ４６人

不妊治療保険適応分（市助成分） のべ８６人
特定不妊治療 (京都府助成分） のべ３０人

こども福祉
実人数 妊婦８９人 夫 ４９人
のべ人数：妊婦１５５人 夫 ５７人
妊娠届数５８５(初産妊婦 ２６５） 参加率：２６．５％（５０．９％）

実人数 妊婦８０人 夫 ４３人
のべ人数：妊婦１８０人 夫 ４８人
妊娠届数６０７(初産妊婦 ２６６） 参加率：２９．６％（４８．２％）

こども福祉 実人数 ７人 のべ派遣時間 125.5時間 実人数 １０人 のべ派遣時間 196.5時間

こども福祉
年２４回
対象児：５８４人 受診者：５７６人 受診率：９８．６％

年２４回
対象児：５５８人 受診者：５５５人 受診率：９９．５％

こども福祉
年１２回
対象児：５８９人 受診者：５５７人 受診率：９４．６％

年１２回
対象児：６２３人 受診者：５８３人 受診率：９３．９％

こども福祉
年１２回
対象児：６８７人 受診者：６１８人 受診率：９０．０％

年１２回
対象児：７０４人 受診者：６０９人 受診率：８６．９％

こども福祉
年12回
対象児：６１９人 受診者：５５２人 受診率：８９．２％

年12回
対象児：５３７人 受診者：５１３人 受診率：９５．５％

こども福祉
年12回
対象児：６０９人 受診者：５２１人 受診率：８５．６％

年12回
対象児：６７３人 受診者：５９０人 受診率：８７．７％

こども福祉
年12回
乳幼児 ８７９人 妊婦０人

年12回
乳幼児 ８７１人 妊婦０人

こども福祉
実１０４人（のべ１２９人 ）幼稚園3園
巡回発達相談
年中児発達サポート事業 公立３保育所84人実施

実８８人（のべ１０６人 ）幼稚園９園
巡回発達相談
年中児発達サポート事業を開始 公立３保育所９１人実施

こども福祉 転入者３41人中 ２９9人回収（８7．7％） 転入者３４６人中 ２９０人回収（８３．８％）

こども福祉 妊婦６人(のべ７人） 産婦４７４人(のべ４８４人） 妊婦９人 産婦４９５人(のべ４９６人）

こども福祉 対象児：５８０人 受診者：５３８人(里帰り含む） 受診率：９２．８％ 対象児：５６０人 受診者：５２２人(里帰り含む） 受診率：９３．２％

こども福祉 ６３件（全数訪問） ４２件（全数訪問）

こども福祉
乳児４７５人(のべ４８２人）幼児５７人(のべ７７人）
新生児 ６人

乳児４７９人(のべ４８２人）幼児３３人(のべ３４人）
新生児 ６人 未熟児５人(のべ６人）

こども福祉 ３１件（のべ４３回） ３４件

★ 新規事業（５） ☆拡充事業（２６） ＊計画にない新規Ｈ２２（２）・Ｈ２３（２）

○発達相談指導員による発達相談
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2-（2）-②、2-（3）-②）

○転入時アンケート
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

乳幼児期の訪問指導の推進

○妊産婦訪問

Ｈ22～26

○こんにちは赤ちゃん事業（乳児家庭全戸訪問事業）
（再掲2-（3）-③）

○養育支援訪問事業
（再掲2-（3）-③）

○乳幼児訪問

○障がいのある児童の訪問
（再掲2-（2）-②）

乳幼児期の健康診査事業の
推進

○3か月児健康診査
（再掲2-（3）-②）

Ｈ22～26
○1歳6か月児健康診査
（再掲2-（3）-②）

○3歳6か月児健康診査
（再掲2-（3）-②）

乳幼児期の相談事業の推進

○10か月児発達相談
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

Ｈ22～26

○2歳児発達相談
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

○乳幼児相談・赤ちゃんサロン
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

事業内容（細事業）

妊婦・周産期の母子保健事
業の推進

○母子健康手帳の交付

Ｈ22～26

○妊婦健康診査費助成事業

○妊婦歯科健康診査費助成事業

○不妊治療費助成事業
（健康保険適用分、特定不妊治療）
（再掲2-（1）-⑦）

○パパママセミナー
（再掲1-（1）-③、1-（2）-①、1-（3）-③）

○産後ホームヘルパー派遣事業
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＊ こども福祉

ポリオ７９．３％MRⅠ期９９．３％ ＭＲⅡ期９４．５％MRⅢ期９３．８％
ＭＲⅣ期７９．０％ 三種混合 １０２．８％ 二種混合 ７３．１％
日本脳炎 １２０．９％ＢＣＧ９７．１％
ﾋﾌﾞ･小児肺炎球菌予防接種に対する費用全額助成
２か月以上5歳未満児を対象に、それぞれ1回から4回の接種費用を全額助成 ﾋﾌﾞ のべ２，０１
６回 小児肺炎球菌 のべ２，３８４回

ポリオ９８％MRⅠ期８８．１％ ＭＲⅡ期９５．７％MRⅢ期９４．３％
ＭＲⅣ期８３．９％ 三種混合 １１０．６％ 二種混合 ８２．５％
日本脳炎 １１０．６％ＢＣＧ１０３．６％
ﾋﾌﾞ･小児肺炎球菌予防接種に対する費用全額助成（23年１月から開始）＊
２か月以上5歳未満児を対象に、それぞれ1回から4回の接種費用を全額助成 ﾋﾌﾞ のべ514回
小児肺炎球菌 のべ635回

安心まち
づくり室

危機管理体制を備えているが、大規模災害と同様の新型インフルエンザなどの感染症が地域的
に流行していないため会議等は実施していない。

危機管理体制を備えているが、大規模災害と同様の新型インフルエンザなどの感染症が地域的に
流行していないため会議等は実施していない。

健康衛生
健康推進

・HIV検査週間、ｴｲｽﾞ月間に啓発ﾎﾟｽﾀ-を庁舎に掲示及びﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞに掲載。また、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを成
人式で配付。
・ﾊﾝｾﾝ病に係るﾘ-ﾌﾚｯﾄを窓口に設置。

・新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種費の助成。また、予防啓発、接種の情報をﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞ・広報・ﾁﾗｼに掲載
した。
・HIV検査週間、ｴｲｽﾞ月間に啓発ﾎﾟｽﾀ-を庁舎に掲示及びﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞに掲載。また、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを成
人式で配付。
・ﾊﾝｾﾝ病に係るﾘ-ﾌﾚｯﾄを窓口に設置。

健康衛生
健康推進

・検診の情報を各戸配布・市のホームページ・広報に掲載した。精密検査対象者には、受診勧奨
を行い、経過を記録した。
・肝炎ウィルス検診については４０歳･４５歳･５０歳･５５歳･６０歳に受診票を送付し受診機会の提供
を行った。

・検診の情報を各戸配布・市のホームページ・広報に掲載した。精密検査対象者には、受診勧奨を
行い、経過を記録した。
・肝炎ウィルス検診については４０歳に受診票を送付し受診機会の提供を行った。

★1
京田辺市健康増進計画の策
定及び実施（★）

健康衛生
健康推進

Ｈ22～26

平成２３年度健康増進計画・食育推進計画書発刊
健康増進計画・食育推進計画策定に係る「健康に関する市民意識調査」結果報告（市議会）およ
びホームページの掲載(パブリックコメントを実施）
協議会４回開催
ワーキング部会５回開催

・「京田辺市健康づくり推進協議会設置要綱」に計画策定を位置づけ、全体構成や基礎調査内容
について協議を行った。また、団体ヒアリングや市民アンケ－トを実施し、「京田辺市健康に関する
意識調査結果報告書」を作成した。（協議会３回開催、ワ－キング部会４回開催）

社会教育
社会教育・スポーツ推

進

中央図書館 ６３回 １，１０８人
北部分室 ５９回 ６３０人
中部分室 ２７回 ３８０人

中央図書館 ６１回・１，１７６人
北部分室 ５７回・６４９人
中部分室 ２７回・４７０人

こども福祉 こんにちは赤ちゃん事業にて、絵本の配布 ５３４冊 こんにちは赤ちゃん事業にて、絵本の配布 ５６０冊

こども福祉 キャンセルまちは生じたが年間2,324人が利用した。 キャンセル待ちは生じたが年間2,115人が利用した

こども福祉
【活動件数】 2,５６１件 【会員数】 依頼（おねがい）会員 ２６９人、提供（まかせて）会員 9９人、
両方（どっちも）会員２７人 。合計３９５人 広報紙等で随時募っている。 目標： 会員数３００人
（依頼、援助 共） 目標達成

活動件数 2,520件 ・会員数 依頼（おねがい）会員 255人、提供（まかせて）会員 94人、両
方（どっちも）会員29人 。合計378人 広報紙等で随時募っている。 目標： 会員数３００人（依頼、
援助 共） 目標達成

こども福祉 ８５１冊 ９４６冊

こども福祉 母子健康管理システム定期保守
ﾋﾌﾞ・肺炎球菌ワクチン接種開始に伴う予防接種システム変更
母子健康管理システム定期保守

☆１ こども福祉
１０か月発達相談時、事故予防パンフレットを配布。６１９人
1歳６か月健診時、パンフレットを食生活改善推進員が配布。５８９人
子育て支援センター事業で「救急法の指導」49名参加

1歳６か月健診時、パンフレットを食生活改善推進員が配布
２３年１月から３月 １２８人
子育て支援センター事業で「救急法の指導」５３名参加

消防署
・普通救命講習会 92回 １，４０１名
・上級救命講習会 5回 ３７名
・救急指導 ３４回 １，４１２名

・普通救命講習会 ６回 ８１名
・救急指導 ８回 １４６名

健康情報システムの充実

○「健康手帳」の配布

Ｈ22～26

○母子健康管理システム

子どもの事故防止、救急対
応等の教育及び情報誌の作
成（☆）

○子どもの事故防止、救急対応等の教育及び情報誌の作
成（☆）
（再掲1-（2）-②、3-（2）-③）

Ｈ22～26

○市民への応急手当の普及
（再掲1-（2）-②）

○京田辺市健康増進計画の策定及び実施（★）

絵本にふれる機会の充実

○おはなし会
（おはなしや絵本の読み聞かせ等の体験を通じて本に親
しむ）
（再掲2-（1）-⑤） Ｈ22～26

○ふれあい絵本スタート事業

リフレッシュのための事業促
進

○一時保育事業
（再掲1-（3）-①、1-（3）-②）

Ｈ22～26
○ファミリー・サポート・センター事業
（再掲1-（3）-①）

感染症予防対策の充実

○予防接種事業
＊H22新規 ヒブ・肺炎球菌

Ｈ22～26

○感染症に係る危機管理

○感染症に係る情報提供

○感染症予防事業
（肝炎ウイルス予防検診、結核住民検診）
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担当課

担当課

基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり 担当課

施策目標 （1） 母と子の健康づくり支援 担当課

基本施策分野 ②
保育所、幼稚園、小・中学校における健やかな
身体の育成支援 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２３年度実績 ２２年度実績

こども福祉
内科・歯科健康診査を、各所とも年間2回開催した
尿・ぎょう虫検査、各所とも年間1回開催した
視力測定は、河原・草内・三山木各保育所で年間2回開催した

内科・歯科健康診査を、各所とも年間2回開催した
尿・ぎょう虫検査、各所とも年間1回開催した
視力測定は、河原・草内・三山木各保育所で年間2回開催した

こども福祉 全保育士に対して年12回の検便を行った 全保育士に対して年12回の検便を行った

こども福祉
歯科衛生士による歯みがき教室は、4園で4回開催した
手洗い教室を全７保育所(園）で実施した。
保育所職員に対する保健研修、4園で4回開催した

歯科衛生士による歯みがき教室は、4園で4回開催した
手洗い教室を全７保育所(園）で実施した。
保育所職員に対する保健研修、4園で4回開催した

学校教育 エイズに関する指導を含む性教育及び喫煙・薬物乱用の防止等の授業を実施 エイズに関する指導を含む性教育及び喫煙・薬物乱用の防止等の授業を実施

健康衛生
健康推進
学校教育
学校環境整備

・小学校での活動６回（１４９人）
うち未来君 三山木小学校 ６年 ５３人（２クラス）

・小学校での活動４回（１１５人）
うち未来君 三山木小学校 ６年 ６３人（２クラス）

学校教育
学校環境整備

定期健康診断（内科、歯科、眼科、耳鼻科、結核、心臓検診及び尿・ぎょう虫卵検査）を１回実施。 定期健康診断（内科、歯科、眼科、耳鼻科、結核、心臓検診及び尿・ぎょう虫卵検査）を１回実施。

学校教育 エイズに関する指導を含む性教育及び喫煙・薬物乱用の防止等の授業を実施 エイズに関する指導を含む性教育及び喫煙・薬物乱用の防止等の授業を実施

学校教育
学校環境整備

定期健康診断（内科、歯科、眼科、耳鼻科検診及び尿・ぎょう虫卵検査）を１回実施。歯みがき指
導を各園で実施。

定期健康診断（内科、歯科、眼科、耳鼻科検診及び尿・ぎょう虫卵検査）を１回実施。歯みがき指導
を各園で実施。

学校教育
市内２園の私立幼稚園に対して、内科検診及び歯科検診を実施した補助として１名１種につき１，
０００円の補助を行った。

市内２園の私立幼稚園に対して、内科検診及び歯科検診を実施した補助として１名１種につき１，０
００円の補助を行った。

幼稚園における児童の健康
づくり

○市立幼稚園健康管理事業
・定期健康診断の実施
・歯みがき指導

Ｈ22～26

○私立幼稚園健康診断事業への補助
（市内私立幼稚園への補助）

小・中学校における児童・生
徒の健康づくり

○児童の健康教育実施等に係る相談・支援等
（再掲1-（1）-④）

Ｈ22～26

○「未来君」の食生活支援事業（6年生に調理実習）
（再掲1-（1）-④）

○小・中学校健康管理事業（定期健康診断の実施）
（再掲1-（1）-④）

○健康教育
・エイズに関する指導を含む性教育
・喫煙、薬物乱用の防止等、健康に関する課題 への対応
（再掲1-（1）-④）

◎ 展開する事業群(1-1-2)

事業内容（細事業）

保育所における児童の健康
づくり

○保育所における健康診査等の実施
・内科・歯科健康診査
・尿・ぎょう虫検査
・視力測定

Ｈ22～26
○食中毒等の予防（職員の検便）

○歯みがき教室等の保健指導
・歯科衛生士による歯みがき教室
・保育所職員に対する保健研修
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平成２３年度京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告

担当課

担当課

基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり 担当課

施策目標 （1） 母と子の健康づくり支援 担当課

基本施策分野 ③ 食育の推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２３年度実績 ２２年度実績

こども福祉
実人数 妊婦８９人 夫 ４９人
のべ人数：妊婦１５５人 夫 ５７人
妊娠届数５８５(初産妊婦 ２６５） 参加率：２６．５％（５０．９％）

実人数 妊婦８０人 夫 ４３人
のべ人数：妊婦１８０人 夫 ４８人
妊娠届数６０７(初産妊婦 ２６６） 参加率：２９．６％（４８．２％）

こども福祉 年24回 前期 ５７６人 年12回 後期５５２人 年24回 前期 ５５５人 年12回 後期５１３人

こども福祉 年12回 １歳６ヶ月健診で５８９人 年12回 １歳６ヶ月健診で５８５人

☆
２
児童館における食育事業
（☆）

こども福祉 Ｈ22～26
「みたらしだんごをつくろう」（５月２１日開催）
小学生１３名参加

「ちまきをつくろう」（５月２９日開催）
高齢者を講師に迎え、世代間交流を兼ねた料理教室として実施。
小学生１３名参加

☆
３

こども福祉
各所とも行事食の実施、展示食の実施を行った
各所の給食において、地産地消の拡大を行った
給食だよりを年間12回発行

各所とも行事食の実施、展示食の実施を行った
食と生活リズムのアンケートを年間１回実施
給食だよりを年間12回発行

学校教育
学校環境整備

市立小学校９校でしょくいくだより、こんだてだよりを年９回発行し食育の指導に努めた。 市立小学校９校でしょくいくだより、こんだてだよりを年９回発行し食育の指導に努めた。

学校教育 食に関する指導計画に基づく教科書横断的な指導を実施した。 食に関する指導計画に基づく教科書横断的な指導を実施した。

農政 普賢寺地域における収穫イベントを実施した。
普賢寺地域における収穫イベントを実施した。
小学校で玉露のお茶の入れ方教室を実施した。

農政
学校給食における地産地消として、京田辺産の米、たけのこ、シロナ、白菜、大根、海老芋、タマ
ネギ、ジャガイモ、黒豆、えんどう豆、なす、天王の味噌に加え、平成２３年度は一休寺納豆の使
用を復活。特産物の使用を推進。

学校給食における地産地消として、京田辺産の米、天王の味噌、たけのこ、シロナ、白菜、大根、
海老芋、タマネギ、ジャガイモ、黒豆、えんどう豆、なすに加え、平成22年度はカボチャを導入。

★２
健康衛生
健康推進

平成２３年度健康増進計画・食育推進計画書発刊
健康増進計画・食育推進計画策定に係る「健康に関する市民意識調査」結果報告（市議会）およ
びホームページの掲載(パブリックコメントを実施）
協議会４回開催
ワーキング部会５回開催

・「京田辺市健康づくり推進協議会設置要綱」に計画策定を位置づけ、全体構成や基礎調査内容
について協議を行った。また、団体ヒアリングや市民アンケ－トを実施し、「京田辺市健康に関する
意識調査結果報告書」を作成した。（協議会３回開催、ワ－キング部会４回開催）

健康衛生
健康推進

教室回数：６回
参加実人数：１１２人

教室回数全６回
参加実人数８８人

健康衛生
健康推進

普及活動６７回（延べ３,５３７人）
普及活動８０回（延べ３，０３０人）

地域における食育事業
社会教育

社会教育・スポーツ推
進

Ｈ22～26

料理教室（中央公民館事業）全５回 延べ８４人
手作りパン教室（北部住民センター事業）全５回 延べ111人
ケーキづくり教室（中部住民センター事業）前期・後期全１０回 延べ１４９人
洋食ランチ料理教室（中部住民センター事業）前期・後期全６回 延べ８６人
和風スイート教室（中部住民センター事業）前期・後期全１０回 延べ１３７人
アイデアパーティ料理教室（中部住民センター事業）全３回 延べ４５人

料理教室（中央公民館事業）全５回延べ８０人参加
そば打ち教室（北部住民センター事業）全５回 延べ４４人参加
手作りパン教室（北部住民センター事業）全５回 延べ９８人
ケーキづくり教室（中部住民センター事業）前期・後期全１０回延べ１４６人参加
洋食ランチ料理教室（中部住民センター事業）前期・後期全６回 ９０人参加
和風スイート教室（中部住民センター事業）前期・後期全１０回 延べ１２５人参加

健康づくり事業における食育
事業（★）

○食育推進計画の策定及び実施（★）

Ｈ22～26
○疾病予防及び健康増進のための食育事業
・プランニング・ユア・ライフ

○食生活改善推進員による食生活改善普及活動

○地域における食育事業
・公民館等における調理実習

保育所、幼稚園、学校にお
ける食育事業（☆）

○保育所給食等における食育の指導（☆）

Ｈ22～26

○食農体験

○学校給食等における地元産野菜の導入

○幼稚園、学校等における食育の指導

母子保健事業における食育
事業

○パパママセミナー(栄養・調理編)
（再掲1-（1）-①、1-（2）-①、1-（3）-③）

Ｈ22～26
○離乳食教室（前期･後期）

○幼児食の指導相談

○伝統食等の調理実習（☆）

◎ 展開する事業群(1-1-3)

事業内容（細事業）
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平成２３年度京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告

◎ 展開する事業群(1-1-4) 担当課
担当課

基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり 担当課

施策目標 （1） 母と子の健康づくり支援 担当課

基本施策分野 ④ 思春期からの健康づくり支援 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２３年度実績 ２２年度実績

健康衛生
健康推進

エイズに関する予防啓発パンフレットを成人式で配付及びホームページ掲載 エイズに関する予防啓発パンフレットを成人式で配付。

こども福祉

学校教育

＊
健康衛生
健康推進

中１～高１の女子を対象に、1人あたり3回接種の費用全額助成 のべ3,192回 中１～高１の女子を対象に、1人あたり3回接種の費用全額助成 のべ393回

学校教育 エイズに関する指導を含む性教育及び喫煙・薬物乱用の防止等の授業を実施 エイズに関する指導を含む性教育及び喫煙・薬物乱用の防止等の授業を実施

健康衛生
健康推進
学校教育
学校環境整備

・小学校での活動６回（１４９人）
うち未来君 三山木小学校 ６年 ５３人（２クラス）

・小学校での活動４回（１１５人）
・未来君 三山木小学校 ６年 ６３人 2ｸﾗｽ

学校教育
学校環境整備

定期健康診断（内科、歯科、眼科、耳鼻科、結核、心臓検診及び尿・ぎょう虫卵検査）を１回実施。 定期健康診断（内科、歯科、眼科、耳鼻科、結核、心臓検診及び尿・ぎょう虫卵検査）を１回実施。

学校教育 エイズに関する指導を含む性教育及び喫煙・薬物乱用の防止等の授業を実施 エイズに関する指導を含む性教育及び喫煙・薬物乱用の防止等の授業を実施

子育てセミナー
社会教育

社会教育・スポーツ推
進

Ｈ22～26
家庭教育子育てセミナー（中央市民大学公開講座） ９月９日 参加者６６人
地域子育てセミナー（８小学校）８事業 参加者５４４人

家庭教育子育てセミナー（中央市民大学公開講座）９月１０日参加者４４人
地域子育てセミナー（６小学校）７事業 参加者３８８人

○子育てセミナー
（再掲1-（2）-①、1-（3）-③、2-（1）-①、3-（1）-①）

未実施(人権教教育保健部会がその役割を果たしている）

○子宮頸がん予防ワクチン接種費用助成事業
＊H22新規

小・中学校における児童・生
徒の健康づくり

○児童の健康教育実施等に係る相談・支援等
（再掲1-（1）-②）

Ｈ22～26

○「未来君」の食生活支援事業（6年生に調理実習）
（再掲1-（1）-②）

○小・中学校健康管理事業（定期健康診断の実施）
（再掲1-（1）-②）

○健康教育
（再掲1-（1）-②）

事業内容（細事業）

思春期～青年期の健康づく
りの支援

○性に関する啓発事業
（エイズパンフレット配布）

Ｈ22～26
○思春期保健学習会
（保育所、幼稚園、小・中学校及び母子保健担当係との
ネットワーク構築）

未実施(人権教教育保健部会がその役割を果たしている）
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担当課

担当課

担当課

基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり 担当課

施策目標 （1） 母と子の健康づくり支援 担当課

基本施策分野 ⑤ 医療体制等の充実 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２３年度実績 ２２年度実績

☆４
子育て支援医療費の助成
（☆）

こども福祉 Ｈ22～26
入院：654件 28,633千円
入院外：97,244件 144,556千円

入院は中学生まで、入院外は小学3年生まで対象年齢を拡大。
入院：652件 26,370千円
入院外：87,042件 126,324千円

小児慢性特定疾患日常生
活用具の給付

こども福祉 Ｈ22～26 1件 ０件

こども福祉 子育てマップ等による市民への周知 広報誌に掲載 子育てマップ等による市民への周知 広報誌に掲載

こども福祉 子育てマップ等による市民への周知 広報誌に掲載 子育てマップ等による市民への周知 広報誌に掲載

健康衛生
健康推進

・年間６９日開設、受診者数８７７人（1日平均１２．７１人）
・病院群輪番制の利用無し、八幡市休日応急診療所の利用９人。
・府事業として、小児救急電話相談事業、小児救急医療体制（管内では宇治徳州会病院・田辺中
央病院）で輪番体制がとられ、その周知をはかった。
・府の京都健康医療よろづネットの活用をした。

・年間６９日開設、受診者数８０３人（1日平均１１．６４人）
・病院群輪番制の利用１人、八幡市休日応急診療所の利用９人。
・府事業として、小児救急電話相談事業、小児救急医療体制（管内では宇治徳州会病院・田辺中
央病院）で輪番体制がとられ、その周知をはかった。
・府の京都健康医療よろづネットの活用をした。

関係機関との連携強化
健康衛生
健康推進

Ｈ22～26

見直し後の平成２０年度から京都府保健医療計画が実施され、地域の保健医療を支える基盤整
備、患者本位の安心・安全な医療体制の確立、および主な死因に着目した切れ目ない保健医療
サービスの提供が計画の重点施策となっている。計画におけるに市町村の役割について協力す
るとともに、計画の充実について要望した。

見直し後の平成２０年度から京都府保健医療計画が実施され、地域の保健医療を支える基盤整
備、患者本位の安心・安全な医療体制の確立、および主な死因に着目した切れ目ない保健医療
サービスの提供が計画の重点施策となっている。計画におけるに市町村の役割について協力する
とともに、計画の充実について要望した。

自立支援医療給付事業の推
進

障害福祉 Ｈ22～26 自立支援医療（精神通院）受給者 ４５名 自立支援医療（精神通院）受給者 ３７名

母子家庭医療費助成事業 国保医療 Ｈ22～26
平成２３年度給付実績 １２，６２２件

３５，０４５千円
平成２２年度給付実績 １１，９３６件

３２，３５３千円

Ｈ22～26

○小児救急医療体制

○休日応急診療所事業 （京田辺市・八幡市）

○関係機関との連携強化
（京都府保健医療計画における医療体制等の充実要請
等）

○自立支援医療給付事業の推進
（再掲2-（2）-②）

○母子家庭医療費助成事業
（再掲2-（2）-③）

◎ 展開する事業群(1-1-5)

事業内容（細事業）

○子どもの医療費の助成（☆）
（再掲2-（1）-⑦）

○小児慢性特定疾患日常生活用具の給付

医療体制の整備・充実のた
めの働きかけ

○小児救急電話相談「＃8000」
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担当課
担当課
担当課

基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり 担当課

施策目標 （2）
子育てに係る意識の啓発並びに情報提供の充
実 担当課

基本施策分野 ① 子育てに関する意識啓発の推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２３年度実績 ２２年度実績

市民参画

・ふれあい夢フェスタ 参加者約300人
・男女共同参画週間①フォーラム 講師：㈱東レ経営研究所特別顧問 佐々木常夫さん「仕事も
家族もあきらめない」参加者約２５０人②パネル展
・男性の生活能力向上講座「カジダン講座（ちょいヤル編）」①はじめてのフレンチ 参加者２５人
②めざせ！整理・収納の達人 参加者２２人
・男女の活躍事例の収集・発信『個性キラリ☆自分流』（４人紹介）
・男女共同参画推進員の募集・支援（平成２４年３月３１日現在推進員３０人 研修会１回、情報提
供６回）

・ふれあい夢フェスタ 参加者４００人
・講演会（講師：京都大学大学院文学研究科教授伊藤公雄さん、「男女共同参画で、男女の元気、
社会の活気を生み出そう」、１１０人参加

市民参画 ・女性交流支援ルーム情報ライブラリーでの図書貸出人数延べ６６人 ・女性交流支援ルーム情報ライブラリーでの図書貸出人数延べ１２４人

地域子育て井戸端会議
社会教育

社会教育・スポーツ推
進

Ｈ22～26 市内８幼稚園 合計１１事業 参加総数６１５人 市内８幼稚園 合計１４事業 参加総数９４１人

広報広聴の充実
社会教育

社会教育・スポーツ推
進

Ｈ22～26 学びの情報誌やチラシ等の活用により事業のＰＲ活動を行った。 学びの情報誌やチラシ等の活用により事業のＰＲ活動を行った。

社会教育
社会教育・スポーツ推

進

家庭教育子育てセミナー（中央市民大学公開講座） ９月９日 参加者６６人
地域子育てセミナー（８小学校）８事業 参加者５４４人

家庭教育子育てセミナー（中央市民大学公開講座）９月１０日参加者４４人
地域子育てセミナー（６小学校）７事業 参加者３８８人

こども福祉
実人数 妊婦８９人 夫 ４９人
のべ人数：妊婦１５５人 夫 ５７人
妊娠届数５８５(初産妊婦 ２６５） 参加率：２６．５％（５０．９％）

実人数 妊婦８０人 夫 ４３人
のべ人数：妊婦１８０人 夫 ４８人
妊娠届数６０７(初産妊婦 ２６６） 参加率：２９．６％（４８．２％）

こども福祉 未実施 未実施

こども福祉

てふてふだより1回／２か月・センターだより 1回/月
（センター及び児童館・市役所等での設置）
子育て支援事業、相談事業等を広報紙に掲載している（原則2回/月）

センターだより 1回/月（センター及び児童館・市役所等での設置）
子育て支援事業、相談事業等を広報紙に掲載している（原則2回/月）
子育てマップの配布

こども福祉
第２１回保育のつどいを１０月２2日に開催
参加者は2,000人

第２０回保育のつどいを１０月２３日に開催
参加者は2,100人

こども福祉 「STOP!こども虐待」ﾘｰﾌﾚｯﾄを掲載。児童虐待防止月間の取り組みを掲載 「STOP!こども虐待」ﾘｰﾌﾚｯﾄを掲載。児童虐待防止月間の取り組みを掲載

☆５ こども福祉

「STOP!こども虐待」ﾘｰﾌﾚｯﾄを街頭啓発・産業祭等にて配布 ２９００枚
こども虐待予防啓発チラシ配布（講演会のチラシの裏面） １３０００枚
こどもSOSカード 小学３年生に配布 ７０９枚、随時
相談啓発カ－ド配布 随時
児童虐待対応マニュアル配布 随時

「STOP!こども虐待」ﾘｰﾌﾚｯﾄ全戸配布 ２６０００枚
児童虐待対応マニュアル作成、配布 ２０００冊
こどもSOSカード １００００枚作成
相談啓発カード ５０００枚作成

こども福祉
河原・大住子育て支援センターにおいて
園庭開放２８６３人 親子あそび８２４人 すくすくサロン２９４人
サークル活動のサポート出前保育８９５名

河原・大住子育て支援センターにおいて
園庭開放１，５３０人 親子あそび1，473人 すくすくサロン170人
サークル活動のサポート出前保育８９５名

☆６ こども福祉
子育てひろばてふてふ
利用者 ９，６７５人（４～３月分）

子育てひろばてふてふを平成22年7月開設。
利用者 ５，４８２人（7～３月分）

地域子育て支援拠点事業の
推進（☆）

○地域子育て支援センター事業

Ｈ22～26

○子育てひろば事業（☆）

将来における少子化や子育
てに係る関心の喚起

○啓発活動の実施
・広報紙への記事掲載
・パンフレットの配布 Ｈ22～26

○「保育のつどい」の実施

児童虐待防止に係る啓発
（☆）

○ホームページの充実
（再掲1-（2）-②、2-（3）-④）

Ｈ22～26○パンフレットの配付（☆）
・市民
・子育て関係者
（再掲1-（2）-②、2-（3）-④）

○市立幼稚園における地域子育て井戸端会議

○子育てセミナーや研修会の市民への広報の充実
（学びの情報誌、チラシ等の活用と内容充実）

子育ての学習機会の充実

○子育てセミナー
（再掲1-（1）-④、1-（3）-③、2-（1）-①、3-（1）-①）

Ｈ22～26○パパママセミナー
（再掲1-（1）-①、1-（1）-③、1-（3）-③）

○絵本の紹介（発達相談に合わせて実施）

◎ 展開する事業群(1-2-1)

事業内容（細事業）

男女共同参画に係る啓発

○各種広報、啓発、イベント、研修等の充実
（ふれあい夢フェスタなど）
（再掲1-（3）-③）

Ｈ22～26

○学習機会の充実
（女性交流支援ルーム情報ライブラリーでの関連図書等の
貸出しなど）
（再掲1-（3）-③）
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こども福祉 年間1,101人から相談を受けた 年間1,112人から相談を受けた

こども福祉
保護者からの相談件数 164件
発達・しつけ・遊びなど子育て全般について相談を受ける。

保護者からの相談件数 181件
発達・しつけ・遊びなど子育て全般について相談を受ける。

こども福祉
支援センターでの子育て相談 電話６６ 来所３０ 事業実施時２２４

支援センターでの子育て相談 電話４９ 来所１３ 事業実施時５７
児童館 保護者からの相談件数 181件
発達・しつけ・遊びなど子育て全般について相談を受ける。

こども福祉

ケ－ス対応件数
養護相談：児童虐待相談 １０８件
：親の疾患・家庭環境の養護相談 ５５件

保健・障がい・非行・育成等相談 ２７件
来庁面接相談回数：７８回（３７世帯）
家庭訪問回数：９４回（２７世帯）
電話相談回数:７回（７世帯）
メ－ル相談回数：１回（１世帯）

延べ１，６１９人・１，２５６世帯

こども福祉
年12回
対象児：６１９人 受診者：５５２人 受診率：８９．２％

年12回
対象児：５３７人 受診者：５１３人 受診率：９５．５％

こども福祉
年12回
対象児：６０９人 受診者：５２１人 受診率：８５．６％

年12回
対象児：６７３人 受診者：５９０人 受診率：８７．７％

こども福祉
年12回
乳幼児 ８７９人 妊婦０人

年12回
乳幼児 ８７１人 妊婦０人

こども福祉
実１０４人（のべ１２９人 ）幼稚園3園
巡回発達相談
年中児発達サポート事業 公立３保育所８４人実施

実８８人（のべ１０６人 ）幼稚園９園
巡回発達相談
年中児発達サポート事業 公立３保育所９１人実施

こども福祉 転入者３41人中 ２９9人回収（８7．7％） 転入者３４６人中 ２９０人回収（８３．８％）

社会福祉 Ｈ22～26

地域の中で相談援助活動を行っている民生
委員・児童委員に対して、円滑な活動が実施
できるよう、研修等による支援を行った。

地域の中で相談援助活動を行っている民生
委員・児童委員に対して、円滑な活動が実施
できるよう、研修等による支援を行った。

学校教育
在園中の保護者に対しては、各幼稚園で随時行っている。
次年度入園予定児及びその保護者を対象に親子なかよし学級を開設し、その中で子育てに関す
る相談に応じている。

在園中の保護者に対しては、各幼稚園で随時行っている。
次年度入園予定児及びその保護者を対象に親子なかよし学級を開設し、その中で子育てに関す
る相談に応じている。

学校教育

○教育相談
・小学校（市事業）
実施回数99回（各校11回×9校）、相談件数327件
・中学校（府事業）
相談件数 延べ88件、相談人数 延べ694人

○教育相談
・相談実施回数99回（各校11回×9校）、相談件数総数428件
・草内小学校にキララサポーターを配置し、不登校傾向にある児童の学習支援や教育相談を行
い、不登校の未然防止と早期解決を図った。

○小・中学校での教育相談
（再掲2-（1）-②、2-（1）-③、2-（3）-②）

相談事業の充実

○10か月児発達相談
（再掲1-（1）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

Ｈ22～26

○2歳児発達相談
（再掲1-（1）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

○乳幼児相談・赤ちゃんサロン
（再掲1-（1）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

○発達相談指導員による発達相談
（再掲1-（1）-①、2-（1）-②、2-（2）-②、2-（3）-②）

○転入時アンケート
（再掲1-（1）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

○民生児童委員・主任児童委員による相談
（再掲2-（1）-②、2-（3）-②）

○幼稚園での子育て相談事業
（再掲2-（1）-②、2-（3）-②）

Ｈ22～26

相談事業の充実

○保育所における相談事業
（再掲2-（1）-②、2-（3）-②）

Ｈ22～26

○児童館における相談事業
（再掲2-（1）-②、2-（1）-③、2-（3）-②）

○地域子育て支援センター等での子育て相談事業
（再掲2-（1）-②、2-（3）-②）

○家庭児童相談室での相談事業
（再掲2-（1）-②、2-（1）-③、2-（3）-②）
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担当課

◎ 展開する事業群(1-2-2) 担当課
担当課

基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり 担当課

施策目標 （2）
子育てに係る意識の啓発並びに情報提供の充
実 担当課

基本施策分野 ② 子育てに関する情報提供の充実 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２３年度実績 ２２年度実績

関係各課

こども福祉：子育て支援事業･相談事業等を掲載
市民参画：・女性交流支援ルーム協催事業の開催案内掲載
社会福祉：子育てサロン、わいわい広場等の開催を掲載
消防署：「広報京たなべ」 ２２回 「京田辺市生涯学習だより」４回

こども福祉：子育て支援事業･相談事業等を掲載
施設管理：市民記念植樹祭 H23.2月号
市民参画：・女性交流支援ルーム協催事業の開催案内掲載
社会教育：子育てに係る情報を掲載
社会体育：京田辺市内であるスポーツイベントについて掲載
（京たなべ・同志社スポーツクラブにおけるスポーツ教室等）
社会福祉：子育てサロン等の開催を掲載
障害福祉：障害児関連のイベント掲載（サマースクール）
消防署：「広報京たなべ」 ２２回 「京田辺市生涯学習だより」４回
都市計画：バリフリ基本構想策定に係るタウンウオッチングの参加者募集、パブコメの実施、都市マ
ス改訂に係るパブコメの実施を掲載
三山木整備：JR三山木駅における二方向貫通型エレベーターが完成について掲載

☆７ こども福祉 子育て支援事業、相談事業等を掲載 子育て支援事業、相談事業等を掲載

☆８ こども福祉

てふてふだより1回／２か月・センターだより 1回/月
（センター及び児童館・市役所等での設置）
子育て支援事業、相談事業等を広報紙に掲載している（原則2回/月）

てふてふだより1回／２か月・センターだより 1回/月
（センター及び児童館・市役所等での設置）
子育て支援事業、相談事業等を広報紙に掲載している（原則2回/月）
てふてふ案内リーフレット作成 2000部

☆９ こども福祉
子育てマップ1０００部印刷 市役所・子育て支援センターで配布
子育てあそびばマップは同志社大学のロームプロジェクトに応募し、プロジェクトでの作成運営が
決定する

子育てマップ３０００部作成 保育所、幼稚園、市内公共機関で配布
子育て外遊びマップは未実施

こども福祉 発行：英語2冊 スペイン語 １冊 発行：英語１冊 中国語 １冊

☆１ こども福祉
１０か月発達相談時、事故予防パンフレットを配布。６１９人
1歳６か月健診時、パンフレットを食生活改善推進員が配布。５８９人
子育て支援センター事業で「救急法の指導」49名参加

1歳６か月健診時、パンフレットを食生活改善推進員が配布
２３年１月から３月 １２８人
子育て支援センター事業で「救急法の指導」５３名参加

こども福祉

「STOP!こども虐待」ﾘｰﾌﾚｯﾄを街頭啓発・産業祭等にて配布 ２９００枚
こども虐待予防啓発チラシ配布（講演会のチラシの裏面） １３０００枚
こどもSOSカード 小学３年生に配布 ７０９枚、随時
相談啓発カ－ド配布 随時
児童虐待対応マニュアル配布 随時
関連事業HPに掲載
広報京たなべシリ－ズ連載（１０・１１・１２月号）

「STOP!こども虐待」ﾘｰﾌﾚｯﾄ全戸配布 ２６０００枚
児童虐待対応マニュアル作成、配布 ２０００冊
こどもSOSカード １００００枚作成
相談啓発カード ５０００枚作成
関連事業HPに掲載

消防署
・普通救命講習会 92回 １，４０１名
・上級救命講習会 5回 ３７名
・救急指導 ３４回 １，４１２名

・普通救命講習会 ６回 ８１名
・救急指導 ８回 １４６名

○児童虐待防止の広報・啓発
・市民に対する広報・啓発（ホームページの充実）
・児童に係る関係者に対する啓発（子育て関係者にパンフ
レット等の配布（☆）
（再掲1-（2）-①、2-（3）-④）

○市民への応急手当の普及
（再掲1-（1）-①）

事業内容（細事業）

子育てに係る情報提供体
制・方法の充実（☆）

○「広報京たなべ」による情報発信の充実
（子育て支援に関する情報提供や意識啓発の充実）

Ｈ22～26

○ホームページによる情報発信の充実（☆）

○地域子育て支援センター・子育てひろばからの情報発
信（☆）

○子育てガイドブックの発行
・子育てマップの発行
・子育て外遊びマップの発行（☆）

○外国語母子健康手帳の交付
（再掲2-（2）-④）

○子どもの事故防止、救急対応等の教育及び情報誌の作
成（☆）
（再掲1-（1）-①、3-（2）-③）

9 ページ



平成２３年度京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告

◎ 展開する事業群(1-2-3) 担当課
担当課

基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり 担当課

施策目標 （2）
子育てに係る意識の啓発並びに情報提供の充
実 担当課

基本施策分野 ③ 次代の親育成の推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２３年度実績 ２２年度実績

こども福祉 てふてふで実施 8月22日中学生5名参加 てふてふで実施 12月24日中学生２名参加

こども福祉 各所とも年間96回開催した 各所とも年間96回開催した

☆
10

こども福祉

（大住児童館）
・人形劇5月28日 乳幼児親子と小学生111人参加
・マジック＆ジャグリング8月24日 乳幼児親子と小学生64人参加
・クリスマスミニコンサート・ハンドベル12月22日 乳幼児親子と小学生82人参加
・アカペラ演奏会2月28日 乳幼児親子と小学生29人参加
・絵本プロジェクト人形劇3月3日 乳幼児親子と小学生52人参加
（普賢寺児童館）
12月14日クリスマス会人形劇 ０．1.2歳児22人幼稚園児４０人小学生54人参加保護者18人

大住児童館1月22日人形劇鑑賞会 乳幼児親子と小学生 78人参加
普賢寺児童館 12月15日クリスマス会人形劇 1.2歳児30人幼稚園児12人小学生62人参加

学校教育 同志社女子大学等の学生ボランティアによる保育の支援 ６園に１７名配置 同志社女子大学等の学生ボランティアによる保育の支援 ６園に１７名配置

明日の親となるための子育
て理解講座

社会教育
社会教育・スポーツ推

進
Ｈ22～26

田辺中学校 ３月７日 ２１３人参加
大住中学校 ２月１７日 １８５人参加
培良中学校 ５月１０日 １１５人参加

大住中学校 ２月２３日 ２３９人参加
田辺中学校 ３月８日 １４２人参加

○中学生を対象とした子育て理解講座

事業内容（細事業）

育児体験の推進（☆）

○思春期育児体験教室
（中学生が乳幼児に触れ合う機会を持つ）

Ｈ22～26

○保育所における子どもとのふれあい体験事業

○児童館における子どもとのふれあい体験事業（☆）

○学生ボランティア支援事業
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平成２３年度京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告

◎ 展開する事業群(1-3-1) 担当課
担当課

基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり 担当課

施策目標 （3） 仕事と子育ての両立支援 担当課

基本施策分野 ①
仕事と子育ての両立を図るための支援策の推
進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２３年度実績 ２２年度実績

☆
11
ファミリー・サポート・センター
事業の推進（☆）

こども福祉 Ｈ22～26
【活動件数】 2,５６１件 【会員数】 依頼（おねがい）会員 ２６９人、提供（まかせて）会員 9９人、
両方（どっちも）会員２７人 。合計３９５人 広報紙等で随時募っている。 目標： 会員数３００人
（依頼、援助 共） 目標達成

活動件数 2,520件 ・会員数 依頼（おねがい）会員 255人、提供（まかせて）会員 94人、両
方（どっちも）会員29人 。合計378人 広報紙等で随時募っている。 目標： 会員数３００人（依頼、
援助 共）

一時保育事業の推進 こども福祉 Ｈ22～26 キャンセルまちは生じたが年間2,324人が利用した。 キャンセル待ちは生じたが年間2,115人が利用した

☆
12
病児・病後児保育事業（☆） こども福祉 Ｈ22～26

病後児保育 ４９人
希望者全員の受け入れができた

病後児保育 １２人
希望者全員の受け入れができた

★３子育て短期支援事業（★） こども福祉 Ｈ22～26 未実施 未実施

留守家庭児童会の充実
社会教育

社会教育・スポーツ推
進

Ｈ22～26
ボランティア派遣事業を年８６回実施。また、放課後子どもプランと留守家庭児童会が連携し事業
実施できた。
希望者全員の受け入れが出来た。

ボランティア派遣事業を年８１回実施。また、放課後子どもプランと留守家庭児童会が連携し事業
実施できた。
希望者全員の受け入れが出来た。

○留守家庭児童会
（再掲1-（3）-②）

事業内容（細事業）

○ファミリー・サポート・センター事業の推進（☆）
（市民の相互扶助活動の推進）
（再掲1-（1）-①）

○一時保育事業
（再掲1-（1）-①、1-（3）-②）

○病児・病後児保育事業（☆）
（再掲1-（3）-②）

○ショートステイ事業（★）
（再掲2-（3）-⑤）

11 ページ



平成２３年度京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告

◎ 展開する事業群(1-3-2) 担当課
担当課

基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり 担当課

施策目標 （3） 仕事と子育ての両立支援 担当課

基本施策分野 ② 多様で弾力的な保育サービスの充実 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２３年度実績 ２２年度実績

こども福祉
年間12,205人
待機児童ゼロ

年間11,173人
待機児童ゼロ

こども福祉

早朝延長保育は、1日あたり延べ、374人が利用した
夜間延長保育は、1日あたり延べ、361人が利用した
希望者全員の受け入れができた

早朝延長保育は、1日あたり延べ、288人が利用した
夜間延長保育は、1日あたり延べ、277人が利用した
希望者全員の受け入れができた

こども福祉 キャンセルまちは生じたが年間2,324人が利用した。 キャンセル待ちは生じたが年間2,115人が利用した

☆
12

こども福祉
病後児保育 ４９人
希望者全員の受け入れができた

病後児保育 １２人
希望者全員の受け入れができた

こども福祉 年間11人 年間16人

こども福祉 3つの民間保育園に年間53,896,649円の運営補助金を交付 3つの民間保育園に年間50,352,144円の運営補助金を交付

こども福祉 なし
園舎は21年度に完成
22年度は、園庭、来客用駐車場と園舎屋根の工事を行う

☆
13

こども福祉
みみづく保育園新築移転についての検討を行い、提供する市有地造成に係る測量・設計業務に
着手した。

松井ケ丘保育園に移転整備工事に補助金（204,393,000円）を交付した

社会教育
社会教育・スポーツ推

進

ボランティア派遣事業を年８６回実施。また、放課後子どもプランと留守家庭児童会が連携し事業
実施できた。
希望者全員の受け入れが出来た。

ボランティア派遣事業を年８１回実施。また、放課後子どもプランと留守家庭児童会が連携し事業
実施できた。
希望者全員の受け入れが出来た。

☆
14

社会教育
社会教育・スポーツ推

進

年間実施日数 ８５日
野外活動センターと市内全９小学校で実施
子どもの参加延べ人数３，７８９人

年間実施日数 ８７日
野外活動センターと市内全９小学校で実施
子どもの参加延べ人数３６７７人

幼稚園における保護者支援 学校教育 Ｈ22～26
８園で延べ７９５日、４，２７１人が利用した。
１日平均５．３７人

８園で延べ６９６日、３，２９４人が利用した。
１日平均４．７３人

○幼稚園における預り保育
・市立全園で実施

保育所の計画的施設整備
（☆）

○公立保育所の整備（河原保育所）

Ｈ22～26

○民間保育所の整備補助（☆）

放課後児童対策の推進（☆）

○留守家庭児童会
（再掲1-（3）-①）

Ｈ22～26

○放課後子どもプラン（☆）
（再掲2-（1）-⑥）

事業内容（細事業）

各種保育サービスの充実
（☆）

○通常保育事業

Ｈ22～26

○延長保育事業

○一時保育事業
（再掲1-（1）-①、1-（3）-①）

○病児・病後児保育事業（☆）
（再掲1-（3）-①）

○低年齢児保育（産休明け児童の保育）

○民間保育所運営助成
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平成２３年度京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告

◎ 展開する事業群(1-3-3) 担当課
担当課

基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり 担当課

施策目標 （3） 仕事と子育ての両立支援 担当課

基本施策分野 ③ 男女共同子育ての推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２３年度実績 ２２年度実績

☆
15

市民参画
・第２次京田辺市男女共同参画計画の事業の推進
・第１次京田辺市男女共同参画計画の成果と課題まとめ

・第２次京田辺市男女共同参画計画の策定(平成２３年３月）
・第１次京田辺市男女共同参画計画の成果と課題の整理

市民参画

・ふれあい夢フェスタ 参加者約300人
・男女共同参画週間①フォーラム 講師：㈱東レ経営研究所特別顧問 佐々木常夫さん「仕事も
家族もあきらめない」参加者約２５０人②パネル展
・男性の生活能力向上講座「カジダン講座（ちょいヤル編）」①はじめてのフレンチ 参加者２５人
②めざせ！整理・収納の達人 参加者２２人
・男女の活躍事例の収集・発信『個性キラリ☆自分流』（４人紹介）
・男女共同参画推進員の募集・支援（平成２４年３月３１日現在推進員３０人 研修会１回、情報提
供６回）

・ふれあい夢フェスタ 参加者４００人
・講演会（講師：京都大学大学院文学研究科教授伊藤公雄さん、「男女共同参画で、男女の元気、
社会の活気を生み出そう」、１１０人参加

市民参画 ・女性交流支援ルーム情報ライブラリーでの図書貸出人数延べ６６人 ・女性交流支援ルーム情報ライブラリーでの図書貸出人数延べ144人

市民参画
・京都府女性の船参加者2人、参加補助金交付２人 ・京都府女性の船参加者４人、参加補助金交付２人

市民参画

・専門相談 毎月第１・３木曜日２２回50件相談
・出張相談 年8回、12件相談
・一般相談 毎週月～金曜日 １２５件相談
・法律相談 毎月第４水曜日１２回 ２５件相談
・再就職・チャレンジ相談 １回 （２件相談）

・専門相談 毎月第１・３木曜日２４回５８件相談
・出張相談 年７回、１７件相談
・一般相談 毎週月～金曜日 １０１件相談
・法律相談 毎月第４水曜日１２回、３２件相談
・再就職・チャレンジ相談及び母子家庭等自立支援相談 １回
（再就職・チャレンジ相談２件、母子自立相談５件）

市民参画
・男性のための電話相談（６／28、１０／25、２／28の３回、午後７時～９時）
相談件数 ２件

・男性のための電話相談実施（６／１、１０／５、２／３の３回、午後７時～９時）
相談件数２件

社会教育
社会教育・スポーツ推

進
Ｈ22～26

家庭教育子育てセミナー（中央市民大学公開講座） ９月９日 参加者６６人
地域子育てセミナー（８小学校）８事業 参加者５４４人

家庭教育子育てセミナー（中央市民大学公開講座）９月１０日参加者４４人
地域子育てセミナー（６小学校）７事業 参加者３８８人

こども福祉 Ｈ22～26
実人数 妊婦８９人 夫 ４９人
のべ人数：妊婦１５５人 夫 ５７人
妊娠届数５８５(初産妊婦 ２６５） 参加率：２６．５％（５０．９％）

実人数 妊婦８０人 夫 ４３人
のべ人数：妊婦１８０人 夫 ４８人
妊娠届数６０７(初産妊婦 ２６６） 参加率：２９．６％（４８．２％）

意識啓発の推進

○子育てセミナー
・父親の家庭教育の参加の集い
（再掲1-（1）-④、1-（2）-①、2-（1）-①、3-（1）-①）

○パパママセミナー
（再掲1-（1）-①、1-（1）-③、1-（2）-①）

事業内容（細事業）

第2次京田辺市男女共同参
画計画の策定と事業の推進
（☆）

○第2次京田辺市男女共同参画計画の策定と事業の推進
（☆）

Ｈ22～26

○各種広報、啓発、イベント、研修等の充実
（再掲1-（2）-①）

○学習機会の充実
（再掲1-（2）-①）

○市民リーダーの養成
（京都府女性の船への参加補助、市民活動の支援）

○女性の相談室
（一般相談、専門相談、法律相談、女性の再就職・チャレ
ンジ相談）
（再掲2-（2）-③、2-（3）-②）

○男性相談
（再掲2-（2）-③、2-（3）-②）
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平成２３年度京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告
担当課

◎ 展開する事業群(1-3-4) 担当課
担当課

基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり 担当課

施策目標 （3） 仕事と子育ての両立支援 担当課

基本施策分野 ④ 事業所等への啓発等の推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２３年度実績 ２２年度実績

社会福祉
関係機関からの啓発パンフレットを窓口に
置き、啓発推進に努めた。

関係機関からの啓発パンフレットを窓口に
置き、啓発推進に努めた。

産業振興 商工会において、関係機関が発行したパンフレット等を窓口に置いて啓発した。 商工会において実施

Ｈ22～26

○事業所への啓発の推進②
・労働時間短縮等のリーフレット等による啓発

事業内容（細事業）

事業所への啓発

○事業所への啓発の推進①
・母性保護についての啓発
・父親の子育て参加等
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